
－1－ 

○津軽こみせ駅条例 

平成２２年９月２４日 

条例第２３号 

改正 平成２６年３月１９日条例第２９号 

令和元年６月２９日条例第１号 

令和３年９月２４日条例第３２号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、観光情報の提供、地場産品の展示等を行うことにより、

市の観光物産の振興を図るとともに、市街地の活性化に資するため、津軽こ

みせ駅（以下「こみせ駅」という。）の設置及び管理に関し必要な事項を定

めるものとする。 

（令３条例３２・一部改正） 

（名称及び位置） 

第２条 こみせ駅の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

津軽こみせ駅 黒石市大字中町４番地 

（令３条例３２・一部改正） 

（事業） 

第３条 こみせ駅は、次に掲げる事業を行う。 

(1) 物産等の紹介及び販売に関すること。 

(2) 観光施設の案内、宿泊施設の紹介その他の観光情報の収集及び提供に関

すること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、こみせ駅の設置目的を達成するために必要

な事業 

（開館時間） 

第４条 こみせ駅の開館時間は、午前８時１５分から午後５時までとする。た

だし、市長が特に必要と認めたときは、これを変更することができる。 
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（令３条例３２・一部改正） 

（休館日） 

第５条 こみせ駅の休館日は、火曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭

和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下この項において「休日」と

いう。）に当たるときは、その翌日以後の最初の休日でない日）及び１２月

２９日から翌年１月３日までとする。ただし、市長が特に必要と認めたとき

は、臨時に休館し、又は開館することができる。 

２ 市長は、前項ただし書の規定により休館日を変更したときは、変更後の休

館日をこみせ駅の入口その他公衆の見やすい場所に掲示するほか、必要な周

知に努めなければならない。 

（令３条例３２・一部改正） 

（利用の許可） 

第６条 別表に掲げる施設を占用して利用しようとする者は、あらかじめ市長

の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとするとき

も同様とする。 

２ 市長は、前項の許可をする場合において、こみせ駅の管理上必要な条件を

付することができる。 

（令３条例３２・一部改正） 

（使用料） 

第７条 前条第１項の規定により利用の許可を受けた者（以下「利用者」とい

う。）は、別表に定める使用料を前納しなければならない。 

２ 前項の規定により納付した使用料は還付しない。ただし、天災その他利用

者の責めによらない理由により利用することができなくなった場合は、この

限りでない。 

（令３条例３２・一部改正） 

（使用料の減免） 

第８条 市長は、特別の理由があると認めたときは、使用料を減額し、又は免
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除することができる。 

（令３条例３２・一部改正） 

（利用の制限等） 

第９条 市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、こみせ駅の利用を制

限し、若しくは停止し、又は利用の許可を取り消し、若しくは利用を許可し

ないことができる。 

(1) 公益を害し、風俗を乱すおそれがあると認められるとき。 

(2) 他人に危害若しくは迷惑を及ぼし、又はそのおそれがあると認められる

とき。 

(3) こみせ駅の施設、附属設備等を損傷し、又は汚損するおそれがあると認

められるとき。 

(4) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７

号）第２条第２号に規定する暴力団の利益になると認めたとき。 

(5) 偽りの申請その他不正により利用の許可を受けたとき。 

(6) 利用者がこの条例及びこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、こみせ駅の管理運営上支障があると認めた

とき。 

（令元条例１・令３条例３２・一部改正） 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第１０条 利用者は、利用の権利を譲渡し、又は転貸してはならない。 

（原状回復） 

第１１条 利用者は、その利用を終了したとき、又は利用の許可を取り消され、

若しくは利用を制限されたときは、直ちにその利用場所を原状に復さなけれ

ばならない。 

２ 利用者は、前項の義務を履行できないときは、原状回復に要する経費を負

担しなければならない。 

（令３条例３２・一部改正） 
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（損害賠償） 

第１２条 こみせ駅の施設、附属設備等を損傷し、若しくは汚損し、又は滅失

した者は、これによって生じた損害を賠償しなければならない。ただし、市

長がやむを得ない理由があると認めるときは、賠償額を減額し、又は免除す

ることができる。 

（令３条例３２・追加） 

（指定管理者による管理） 

第１３条 こみせ駅の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４

４条の２第３項の規定により、法人その他の団体であって市長が指定するも

の（以下「指定管理者」という。）に行わせることができる。 

２ こみせ駅の管理を指定管理者に行わせる場合の手続は、黒石市公の施設に

おける指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成１６年黒石市条例第３

０号）の定めるところによる。 

３ 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

(1) 第３条各号に掲げる事業の実施に関すること。 

(2) 利用の許可に関すること。 

(3) 利用の許可の条件に関すること。 

(4) 利用の拒否若しくは許可の取消し又は停止若しくは制限に関すること。 

(5) こみせ駅の施設及び備品の維持管理に関すること。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、こみせ駅の管理上必要と認められる業務 

４ 前３項の規定により、こみせ駅の管理を指定管理者に行わせる場合におい

て、第４条ただし書及び第５条第１項ただし書中「市長が特に必要と認めた

ときは」とあるのは「指定管理者が特に必要と認めたときは、あらかじめ市

長の承認を得て」と、第５条第２項、第６条、第８条及び第９条中「市長」

とあるのは「指定管理者」と読み替えるものとする。 

（令３条例３２・旧第１２条繰下・一部改正） 

（利用料金の収受等） 
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第１４条 前条第１項の規定により指定管理者にこみせ駅の管理を行わせる場

合における使用料（以下「利用料金」という。）は、当該指定管理者の収入

として収受させるものとする。 

２ 利用料金の額は、指定管理者が、別表に定める額の範囲内において、あら

かじめ市長の承認を得て定める。 

３ 第１項の場合において、第７条（見出しを含む。）、第８条（見出しを含

む。）及び別表中「使用料」とあるのは、「利用料金」と読み替えて適用す

るものとする。 

（令３条例３２・追加） 

（指定管理者が行う管理の基準） 

第１５条 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところ

に従い、適正にこみせ駅の管理を行わなければならない。 

（令３条例３２・旧第１３条繰下） 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

（令３条例３２・旧第１５条繰下） 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 指定管理者の指定に関する手続及び指定管理者が管理を行うための準備行

為は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前においても行うこ

とができる。 

附 則（平成２６年３月１９日条例第２９号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 



－6－ 

２ この条例の施行の際現に利用の許可を受けている者に係る使用料の額につ

いては、当該許可に係る利用の期間が満了するまでの間は、なお従前の例に

よる。 

附 則（令和元年６月２９日条例第１号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（黒石市老人福祉センター条例等の一部改正に伴う経過措置） 

２ この条例（第２条、第１０条、第１３条、第１４条、第１７条、第１８条、

第２０条及び第２８条から第３１条までの規定を除く。）による改正後のそ

れぞれの条例の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以

後に許可を受けた使用、利用その他の行為に係る使用料、利用料金その他の

料金について適用し、施行日前に許可を受けた使用、利用その他の行為に係

る使用料、利用料金その他の料金については、なお従前の例による。 

附 則（令和３年９月２４日条例第３２号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の別表の規定は、この条例の施行の日以後の利用に係る使用料及び

利用料金について適用し、同日前の利用に係る使用料及び利用料金について

は、なお従前の例による。 

別表（第６条、第７条、第１４条関係） 

（令３条例３２・全改） 

区分 １時間 １日 １月 

販売スペース ５１０円 ３，８７０円 ５６，０００円 

第１展示室 ２１０円 １，１９０円 １６，０００円 

第２展示室 ２１０円 １，２４０円 １７，０００円 

広場 ４４０円 ２，９７０円 ４７，０００円 
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備考 

１ 利用時間に１時間に満たない端数があるときは、１時間とする。 

２ 利用時間には、準備及び原状回復の時間を含むものとする。 

３ 月の期間の計算は、民法（明治２９年法律第８９号）第１４３条の規

定による。 

４ 販売スペースを１月単位で利用する場合の電気料金、燃料費、水道料

金等は、利用者の負担とする。 

５ １時間又は１日単位で利用する場合において、第４条本文に規定する

開館時間以外の時間に利用するときは、１時間につき１時間当たりの使

用料の５割増しの額とする。 

 


